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 ７月 第９２号 

THE Y’S MEN’S CLUB OF NAGANO 

        AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

２０1７～２０1８年度主題 

国 際 会 長 主 題「私たちは変えられる」“Yes,we can chang “ 

ア ジ ア 会 長 主 題「アクション！」“Action”” 

 東 日 本 区 理 事 主 題「為せば、成る」 

  あ ず さ 部 部 長 主 題「未来はそれに備える人のものである」 

  長野クラブ会長主題”Change, challenge、and  charge”変わろう 挑戦しよう そうすれば充電できる 

このことば 

風は眼に見えないものです。そして風の存在は、ただ、雲の動きや、草木の揺れる動きによってしかさとれない。私

たちの眼に映じる風はすべて「動き」なのです。考えてみると、これはとても驚くべきことに思えます。人間の眼に映

じるのは必ず何かが動かされている時であり、動かすものは眼に見えない。それが風なのです。 

                                加島祥造「タオと谷の思索」から   
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そして皆さんのお考えを聞かせてください。 

 

  

 

 

 

    

  

 

 

  

  

 

                              

 

 

 

 

 

６月月データ 

在籍会員   １５名  

例会出席者   １２名 例会出席率 ８０％ 

ゲスト ４名  

会長  森本俊子 

副会長  福島貴和 

書記    小林美彦 

会計  倉石美津子 

監査  塩入 隆、 

ブリテン  小林美彦、堀内雅俊 

担当主事  露木淳司 

 

 

 

      ７月 キックオフ例会          

 日時 2018年７月１８日（水）6:30pm~ 

会場 レストランやま  

 司会 福島 Y’s 

１．開会点鐘              会長 

２．ワイズソング、ワイズの信条 

３,  会長あいさつ         会長   

４． ゲスト紹介          会長 

５、会計報告、 

新年度長野ワイズの活動の確認   

６. ワイズディナー   

ゴンバル参加感想など     

                         

７、西日本豪雨災害に対するワイズ募金、ニ

コニコ募金（山梨 YMCA,桜植樹など） 

８．歌いましょう YMCAソング？ 

９．閉会点鐘           会長 

                                 

     

 

          

    

      新年度にむけて決意        森本俊子 

 新年度に向けて、キックオフ！ 

入会して８年目。会長になって５年目。ようやくワイズのこと

がわかってきたというのが本音の頼りない会長ですがよろしく

おねがいいたします。 

長野クラブは山梨 YMCA との共同で活動をすることになってい

ますが正直なところ物理的にも、気持ちの面でもあまりにも遠

く、右往左往してきました。 それでも親クラブの甲府クラブの

皆さんは温かくサポートしてきて下さいました。 さらにあずさ

部の皆さんは見守るだけでなく長野クラブのささやかな行事に

も参加、協力してくださいました。  

今年度は甲府２１クラブが部のキャビネットとして活動して

くださいます。 

長野クラブも 守りだけでなく 変わらなければいけない時だ

と思います。挑戦もして、そこから充電しよう、と主題をたてま

した。 

 宮内理事は「サーバントリーダー」としてメンバーの自主性を

サポートしてくださるそうです。長野クラブは自主的に活動する

柱がいくつかあります。オリンピック パラリンピックを２０年

前にやりとげたまちとして、障害者に優しい街づくりに協力す

る、多くのお客様を迎え入れる街として東京オリパラに備える使

命がありますので、その活動を進めていきましょう。その中から、

生きがいというものが生まれてくるのではないでしょうか 

わが師加島祥造の詩から引用します。  いま生きずしていつ生

きる、忘れないでほしい 君の命は君を誰よりも愛しているの

だ。  

例会のご案内 

毎月第３水曜日 （８月は２２日） 

１８時３０分から２０時３０分 

ところ レストラン やま 

連絡先 会長または書記へ 

tokoton921@gmail.com（森本会長） 

f69a9n@bma.biglobe.ne.jp（小林書記） 
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６月の例会報告 

 

出席者 岩田幸雄、 勝田いつ子、 久保田恵子、 倉石美津子、 小林美彦、 玉木一成、 塚田佐、 

福島貴和、 堀内雅俊、 森本俊子、 

ゲスト 大日方さん（長野大学４年生）小松ゆたかさん（前衆議院議員）山岸さん（秘書） 

    山岸奈央さん（長野大学 4年生） 

 障がい者にも優しい待ちづくりの第一歩として具体化された「権バル」に参加する例会として報告事項

もほどほどにゴンバル参加のレストランやまでまず、ローストビーフと飲み物をいただいてから、海千山

千へ。そのあと、福島ワイズら善光寺のお坊さんが中心となり長年続けている大船渡の支援事業の一環で

生ガキなどを提供する坊主バルを飲み食べ歩いた。ことにこのバルはアーケードの真ん中にあり、元は和

菓子屋さん、今はカフェとなっている場所で、外にテーブルや椅子がセットされているので、座っている

と、顔見知りの車椅子の人々も、福祉団体所属の人々も声を掛け合えるひとときになった。以下参加メン

バーのミニ感想を載せる。  

 

「イベント成功の手ごたえを感じた」   小林美彦  

以前は、障害者が、夜 の権堂、まして居酒屋で遅くまで飲んでいることは、なかった。片麻痺

の自分も、酔ったら困る。背もたれの無い椅子は困る。と、防衛に入っていた。行きつけの店し 

かなかった。今回のバルで、一般客もお店側もわかってもらえたと実感した 

 

   「ふれあいの輪 広がれ」   倉石美津子 

初めての体験「ゴンバル」！アーケード通りが賑わっていてびっくりです。お店の前に机と椅子。そこで楽

し気に語らい、飲んで食べている人たち。とってもいい雰囲気ですね。知らない人たちとも気軽に声を掛け合

えますね。輪が広がっていくといいなあと思いました。 

          

「思い込みという名のバリア」    玉木一成 

私たち障害のある人達でもたまには街に出て「お酒を飲んで楽しみたいな」という誰かの「つぶやぃが」

駅バル・権バルとして実現されました。障害があると家に引きこもりがちになるものですが、日ごろ障害

があるということを隠れ蓑に閉じこもりを決め込んでいる障がいの有る人は多いと思われます。かく言う

私も上田市在住のころ先輩の障がい者から、「【伊勢神宮のご遷宮】を見に行くバスの旅」があるから参加

しないかと誘われました。障害の無い頃には、何度も伊勢宮は訪れていたので、車いす使用の自分には無

理と決めつけ、即座に断るとともに自虐的になり、何度か断り続ける日々が続きました。 

数ヶ月も彼は自分の心の壁を叩き続けてくれました。自分自身の周りに「障害のある自分には出来ないこと」とい

うバリア築くことが、外部化から隔絶されることで、ある意味「世捨て人」的な世界観の殻を打ち破る切掛けを与

えてくれることになりました。 

「駅バル・権バル」障がいの有る人達が、外出の機会を創る機会にして頂きたいと思いますと同時に、日常的に

障がいの有る人ニーズとしてイベントに参加された各店舗の関係者が、「障がいの有る人にも障害のない人に

も」優しい街長野にするためにご尽力いただき、障害のある人達に街へ積極的に出かける勇気を与えてくださ

い。 

 

 

 



   

 

 

 

 

 

堀内さんの感想も入れてください。 

写真など入れてください（別送） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イベントがない日にもこのくらい賑わってほしい権堂」山岸奈央、大日方（長野大学社会福祉学

部４年生） 

例会では、さまざまな職種や経歴の方が居て、多方面からの視点のお話が毎回聴けてよかったです。 

ごんバルにも参加させていただいて、ひさびさに賑わっている権堂アーケードを見れました。イベ

ントが無い日もこのくらい活気があればなぁと思いました。 

料理とお酒もとってもおいしかったです。ありがとうございました。 

 

     「懐かしかった！これからも続けて 」  森本俊子 

２０歳の頃初めて長野に来ました。住んだのが権堂でした。アーケードから少し入ったところにあっ

た医院の元病室。間借りでした。権堂は夜いつも賑わっていて、若者もアーケードを大勢歩いていまし

た。おやきやお寿司などを並べている店のおじさんに「ただいま」なんて声をかけて帰ったこともたび

たび。飲み会帰りの友人が気軽に２次会だといって寄っていくのが許されるような時代でした。それか

ら５０年以上が経ち、昼間さえシャッターが閉まる街になってしまった権堂。立ち寄れるお店も、奥ま

って、秘密の小部屋のようになってしまった。 

だから気軽に入れなくなってしまった。時代とは言えゴンバルのようなイベントを仕掛けることによ

り、もっと人々が気楽に権堂や駅前に出られるように、立ち寄れるように、そんな町になってほしいも

のです。また、交流できるようになってほしいものです。しばらく慎ましく保守的になっていた私の素

直な感想です。

 



 
これからの予定 

第一回あずさ部評議会【7月 14 日】 
７月 18 日（水） キックオフ例会 レストランやま 
８月２２日（水）８月例会 
９月１９日 
１０月 13日ごろ石巻へ植樹に 
10 月 17 日（水）10 月例会もしかしたら栄村で 20
日に 
２０１９年５月１１日 長野クラブがホストで、あずさ
部評議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 クラブ費の振り込みをお願いします 
ワイズ会費を払うことが、ワイズ活動のボランティア
参加に直結しています。 
今年度前期会費（７月～１２月）１８０００円のお振り込み
をお願いします。（1 年分は 36000 円です） 

八十二銀行 昭和通営業部番号 214) 
        普通預金 口座番号 871118 

長野ワイズメンズクラブ会計 
       倉石美津子 

 

 YMCAたより                         露木淳司 

  ＝＝チャリティーランを終えて夏へ＝＝ 

次回のチャリティーランは、山梨ＹＭＣＡ、甲府クラブ、甲府２１クラブの３者が協同し、さらに進化し

た運営を求め、チャリティーランの開催をお願いしたいと希望します。チャリティーランでは皆様、ご支援

ご協力を賜りありがとうございました。心より感謝申し上げます。そして、この大イベントが終わり、ＹＭ

ＣＡは一気に夏モードに入っています。 学童保育のプライムタイムには夏だけの子供たちが増員され、朝８

時から大賑わいとなります。チャリティーランの収益で支えられている発達支援のきらきら教室も同様です。

今はその準備でてんやわんやです。夏休みはさらにほぼ毎日、わいわい地球塾とキャンプがあり、山梨県内

外の様々な施設にお出かけします。 通常はほとんど甲府市民のための活動となっていますが、このプログラ

ムには甲府市外からも新規の子どもたちが大勢参加します。夏は広範囲に新規会員を獲得するチャンスです。

この機会にＹＭＣＡ運動の輪を広げるのです。今は子どもたちだけの夏になっていますが、ゆくゆくは外国

籍市民や留学生、成人・高齢者にとっても大きく門戸を開き、まさにＦＯＲ ＡＬＬの夏にしなければと思っ

ています。ワイズの皆様も暑さ対策を万全にし、共に健康で元気に夏を乗り越えましょう！  

  

 

 

  

そこは別世界？？ いつものアーケード街が変貌していた。 


